
　3．評価および補修設計

3．1　評価および補修設計の概要

　本橋は市街地に近い2等橋の道路橋で、交通量は2，000台／日程度と多くはないが市

街地への重要な路線である。　長期問（30年程度）の使用に伴い、経年劣化による異状が

発生していることが定期検査で発見された。

これを交通規制なしに、適切な補修を　施し、健全な状態に戻す必要がある．

検査の結果を受けて、その損傷を整理し、設計として対策を検討した。

．今回実施した損傷の対策は次の通りである。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

トラス上弦材の腐食による欠損とその断面の補強

トラス下弦材の腐食による欠損とそ0）断面の補強

トラス斜材リベット頭の腐食とその対応

トラス床組（縦桁・横桁）の腐食による欠損とその断面補強

トラス下支材のリベットの弛みとその取替

下支材曲がり変形と局部変形の処理

沓座の損傷に対する対応

沓の取替

　なお、本橋建設時の設計図書を参考に、現存の耐荷力および腐食による部材欠損を算定し

補強対策の参考とした。

　RC床版に関しては全面打替えを前提として、現状2等橋0）ままの打替えR　C床版、およ

び橋格を1等橋に格上げする場合は鋼床版を想定して設計検討を行な一）た。

3　2　評価

3．2．1　損傷対策の整理表

　損傷の評価および対策は、損傷一ヶ所につき一葉の「損傷対策の整理表」に書式を統一

　してまとめる。、これは今後のデーターベース化を考慮したものである。

　「整理表」の内容は次の通りである。

　　「損傷の概要」：検査結果より、損傷図と記事により損傷の概要を示す。

　　「原因推定」　：外力的なものと、内部的なものとに分け整理し、総合的な原因を示す

。　「発生傾向」　：損傷の大きさ、発生量等により発生傾向を示す。

　　「評価」　　　：上記の事項をもとに、次の項目により「損傷の評価」をする。

　　　対策の緊急性を、擾傷．の進行性（変状の進行性に対する評価）および

　　　　冗長性（溝造全体の機能低下に及ぼす評価）から判断する。

　　　　　（進行性・冗長性の用語説明をp．206に示す。）

　　　腫の選磯1・措置の一方法を定める。

　　　長甚曲お蝶一1造全鮭及聾蟹を念のために検討する。

　　「補修方法」　：　蕊修の時．期・祖1修工主たの選定：

　　　ここでは、概略設計の形で提案し、協議の結果修正できる様にしておく。

　　　補修の場合、現場の都合（施工時期・期聞・現場環境から0）制約条件・施工者

　　　．の技量・予算措置など）によって、理想的対策のとれないことが多い。

　　「その他」　　：施工上の問題点や検討課題などを記す。
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3．2．2　評価の基準

損傷の状況にあわせて対策の時期を決めるたグ）、損傷を評価する判定基準を設ける必

要がある。

現在、道路橋について，損傷の評価判定基準は各事業体共通のものはない

　（表3．6にその比較表を示す）

鉄道橋について、以下の基準がある。

　損傷に対する健全度判定区分　　　　　　　　（表3．8）

　損傷の進行性および冗長性の評価表　　　　（表3．4・3．5）

　進行性・冗長性の組合せを考慮した判定区分（表3．3）

　損傷0）影響を大とする項目　　　　　　　（表3．2）

従って、ここではこれらの実態とそれらσ）主旨をふまえて、ある程度共通して用いるこ

　とのできるような判定区分を暫定的に設定した（表3．1）。

，表．3‘1　損傷に対する健全度判定区分

判　定

区　分

車両走行に対する安全性 変状の程度 措　　　　　置

1

’
A ・安全を脅かす 重　　大 直ちに措置

B ・早晩脅かす
・異常外力の作用時危険

変状が進行し、

機能低下も進行

早急の措置

皿 将来脅かす 変状が進行し、

機能低下の恐れ

必要な時期に

措置

皿 進行すれば

Aランクになる

進行すれば

Aランクになる
監視（必要に応
じて措置）

IV 現状では影響なし 軽　　微 重点的に検査

S 影響なし 健　　全

表次2撮傷の影響を大とする項目

①放置すると他に多大な影響を及ぼすもの。

②多発する可能1生のあるもの。

③早期対策が維持管理上著しく有利なもの。

④他にも同類の箇所があり、その箇所の検査が比校的難しいもの。

⑤構造物としての重要度が特に高いもの。
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表3．3　組み合せから決まる判定区分

　　　冗長性

進行性
a b C S

a I　B I　B 豆 皿

b 皿 丑 皿 皿

C 皿 皿 IV IV

S IV IV IV S

」一（1）　「進行性』
評価ランク 状　　　　　況

a

変状が発生してから4～5年以内（全般検査で1回見落
としを考慮＞に機能限界もしくはその部材（品）の破断

等に達する可能性のあるもの。

b
変状が発生してから10年（塗装期間）以内に機能限界

もしくはそり部材（継手）の破断等に達する可能性のあ

るもの。

，C 変伏が発生しても計算上設計想定寿命程度は満足できる

と思われるもの。

S 変状が発生しても通常はほとんど進展しないか、進展し

ても破断に至らないもの。

教詠、5　進行性および冗長性の評価褒（2）『冗長性』

評価ランク 状　　　　　況

a 直1妾部材や構造物の安全を脅かす著しい機能低下や加壊

にっながるもの。

b 辿鎖的もしくはある特定の使川条件になった時に構造物

の著しい機能低下や励壊に結びつくもの。

C 耐久性の低下として長期的に．は機能低下や崩壊に結びっ

くもの己

S その継手や部材が崩壊しても構造物全体の強度や機能に

あまり影博を与えないもの。
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表一3・6　損傷度判定区分比較表

N
－o

’
判
　 定 区　分　の 内　容 建 設省 各　地 方建 設周 ニコ」一

束京都 ヨーク
エ11両走行に 関東 中　部 北海道 首都高 ～、＄皿o 市 J　R 建設省桀

変状の程度 措　　　　置 北陸 中　国 （定期

対する安全性 四　国 近　畿 九州 検査） 交通局 土木研究所’

ランク

安全を留かす 並　　　　大 直ちに措置 判定1 E A Crili一 A　A

5 D C“1

判定A 抗くU Poor 1
・早晩脅かす 変状が進行し ランク 判定D
・異常外力の 、機能低下も 早急の借置 乱く皿 A A1
作用時危険 進行 4 B

ランクA　り 判定2 1）

乱姐 Poor

変状が進行し 必　要　な C Q
将来脅かす 、機能低下の 時　期　に 批くは A2 ∬

恐れ 借　　　置 ランク 判定C
Fこ竃ir

進行すれば 進行すれば 監　　　視 3
A　ラ　ン　ク A　ラ　ン　ク （必要に 判定13 判定3 B ご Fair B 皿
に　な　　る に　　な　　る 応じて措置） B

鴨

むしく1よ もしく1↓ C
現状では ランク 判定B

軽　　　微 重点的に描置 ラ”B 判定4 C B Good GOOd C 1▽

影響なし 2

半腱C ランク A V藍罪y

影響なし 健　　　全 もしく口

判定5 もしく“ D A・ D N““ Cood S ○．1（

ラカC 工 判定A

判定区分’

IA

工B

n

工II

工V



土木研究所資軒第2651号

判定区分 一　　般一　的　　状　　況

1 損傷が著しく，交通の安全確保の支障となる恐れがある。

II 損傷が大きく，詳細調査を実施し補修するかどうかの検討を行う必要がある。

皿 損傷が認められ，追跡調査を行う必要がある。

w 損傷が認められ，その程度を記録する必要がある。

0．K 点検の結果から，損傷は認められない。

判　定

区　分

運転保安等に対する

影　　　　　　響　’

変状の程度 措　　　　　置

1

A ・安全を脅かす 重　　大 直ちに措置

B ・早晩脅かす
・異常外力の作用時危険

変状が進行し、

機能低下も進行

早急の措置

n 将来脅かす 変状が進行し、

機能低下の恐れ

必要な時期に

措置

皿 進行すれば

Aランクになる

進行すれば

Aランクになる

監視（必要に応

じて措置）

w 現状では影響なし 軽　　微 重点的に検査

S 影影なし 健　　全

（1）損傷の進行性

　これは、発見された損傷が何時、その部材の機能が失われる状態になるか。これは主要

部材に限らず、ラテラル等の2次部材であっても同じで、例えばき裂が発見された時、何

時その部材が破断等によって機能を失う状態になるか、そして、それが通常の検査で発見

し、適切な処置をとっていく余裕のある早さで進行するか否かの評価がこれにあたる。

　この項目は、従来から判定の要因としてきたr変状の種類』「発生した位置』、「量』

、　r交通量1などを加味したものである。

（2）冗長性（じょうちょうせい）

　これはあまり聞きなれない言葉かもしれないが、英語ではRedundancyと言い、”構造

物が損傷によって崩壊もしくは、機能を失うに至らないための能力の有無や大きさ”を表

す尺度と言うこともできる。すなわち構造物の冗長性は、今発見された損傷が進展して破

断状態に達した時、構造物全体としての崩壊等、構造物としての機能を失う状態になるか

どうかを評価するものである。我々が絶対に防がなければ成らない撮傷はこれである。

従来のr部材の重要度」、　r部材の強度に与える影響」や「列車の走行安全性』等を反

映したものである。

　『進行性」および「冗長性』、に製する具体的なランク付けは、毅に示し、これら

を組み合わせた判定区分を表3。価に示す。
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3　3　設計
　3，3．1設計の作業項目（設計者のなすべきこと）

設計担当者は現地調査および資料整理をし，「損傷対策の整理表」をまとめる，

（1》鋤劃査　　：設計者の立場から損傷や現場の環境を確認するために行なう。

（2》資1麹整理：検査結果の把握・設計図の照査・事業者の管理台帳類（台帳・検査

　　　　　　　　　と変状履歴等）の調査、および文献類（事例等）の調査と整理

（3》　「担傷対策の．整理．1表」：3，2．1「損傷対策の整理表』参照

．必要に応じて、応力計算・構造解析・実測等も行なう，（6．補強効果の確認参照）

（4》

（5》

（6》

（7》

励孟篁・董泣懸

欄測
幽・擾動測定
盛左測定

なお設計協議・施工計画・積算作業も必要である，

⑧　設赴協議：発注者や施工者との打ち合せ，図面や報告書の内容修正等がある，

（9》施エ赴画：施工法・取付け方法の検討、工程表の作成施工上の留意事項の整理

qω積鐘催：概略工事費の検討

補修設計図は「対策図jとしてまとめ，

（11）随撞図」：3．3．2「対策図」参照

以上の設計項目の作業を始める前に、「補修設計業務計画書」を作成する，

（121「禎修j設置L業務．麺劃　：参考資料参照

3．3，2　「対策図」

設計作業は損傷一ヶ所にっき一葉の「対策図」・（補修設計図）としてまとめる，

その内容は次の通りである，

r対策名」　　　　：損傷箇所に対する対策名（補修・補強方法の名称）

r対策の主旨」　　＝補修の基本方針（原型復旧・補修・補強；溶接・ボルト等〉

r対策の選定理由」：前記「損傷対策の整理表」を参考にして、設計協議済みの工法

　　　　　　　　　　について記す

「対策工法の概要・注意事項」：細部にわたる施工上の注意事項も示す

r数量表等」　　　：工費算出のため、材料・溶接延長・塗装面積等を算定する

「対策図」　　　　　：作業項目も図示し，作業を明確にする　施工図である
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31．33 現有耐力の計算

§1　概　要

　本橋梁は、昭和30年前後の供用開始より30年程度が経過しており、

腐食および近年の重交通に対する主構等の耐力が懸念されている。

　そこで、§2において、平成2年2月の道路橋示方書を適用し・本橋梁

の応力状態を把握する。

§3において、昭和54年2月の道路橋補修便覧に基づき主構に関する基

本耐荷力を算定する。

§4では、本橋梁を1等橋に格上げした場合の計算例を示し、今後の資料

としたい。

§2　現橋梁の応力度計算

2　1　設計条件

橋　　種

橋　　格

支　　間

幅　　員

舗　　装

床　　版

雪荷重
主構中心間隔

主構高

上路ワーレントラス（鉛直材有り）

2等橋

49．Om（10×4．9＝49．
6．3m　（車道幅員5．5m）
コンクリート　　　（5cm）

鉄筋コンクリート（15cm）

100㎏／㎡
3．　5m

4．　9m

O　m）
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2－2　荷重強度
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a）　死荷重
　　　コンクリート舗装

床　　版

地　　覆

雪荷重
高　　欄

鋼　　重

　　　　　切foh
　　　　　“　寸
　　　　　60　　　　　　1　『
Aabgh冒3．　150
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＝0．550t／m

Σ　＝2．図2」∠皿．

b）　活荷重
　　　線　荷　重
　　．等分布荷重
　　　衝撃係数
　弓玄孝オ　。　重諸柱

i　冒

20

ニ　．500x　．895＝
＝　．．一245×　．895＝
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O．709tノ冊

20

i＝　～＝0．374
50十　3．5

癖「材一

20
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d） 端柱および鉛直材
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2－4　断面力の集計

上弦材

部材名 死荷重
（t／m〉

活　　荷　　重 影　　響　　線 断　面　力　　（t）

線荷重
（t）

等分布
（t／m）

衝撃係数 面　積 縦　距 死荷重

Nd
活荷重

N1十i
合　計

UO－U2 2，642 10，133 0，709 0，202 一22．050 一〇．900 一58．256 一29．753 一88．009

U2－U4 2，642 10，133 0，709 0，202 一51．450 一2．100 一135．931 一69．424 一205．355

U4－U5 2，642 10，133 0，709 0，202 一61．250 一2．500 一161，823 一82．648 一244．471

下弦材

部材名 死荷重
（t／m）

活　　荷　　重 影　　響　　線 断　面　力　　（t）

線荷重
（t）

等分布
（t／m）

衝撃係致 面　積 縦　距 死荷重

Nd
活荷重

N1十i
合　計

L1－L3 2，642 10，133 0，709 0，202 36，750 1，400 97，094 48，371 145，464

L3－L5 2，642 10，133 0，709 0，202 56，350 2，000 148，877 72，382 221，259

端柱・鉛直材

部材名 死荷重
（t／m）

活　　荷　　重 影　　響　　線 断　面　力　　（t）

線荷重
（t〉

等分布
（t／m）

衝撃係数 面　積 縦　距 死荷重

Nd
活荷重

Nl十i
合　計

端　柱 2，642 10，133 0，709 0，202 一24．500 一1．000 一64．729 一33．059 一97．788
鉛直材 2，642 10，133 0，709 0，374 一4．900 一1．000 一12。946 一18．696 一31．642



斜材

部材名 死荷重
（t／m）

活　　荷　　重 影　　　　　　響　　　　　　線

線荷重
（t）

等分布
（t／m）

衝撃係数 死荷重
面　積

活荷重（min） 活荷重（max）
面　積 縦　距 面　積 縦　距

UO－L1 2，642 10，133 0，709 0，231 31，189 0，000 0，000 31，189 1，273

L1－U2 2，642 10，133 0，709 0，231 一24．247 一24．631 一1．131 0，384 0，141

U3－L3 2，642 10，133 0，709 0，231 17，324 一1．541 一〇．283 18，865 0，990

L3－U4 2，642 10，133 0，709 0，231 一10，388 一13．851 一〇．848 3，463 0，424

U4－L5 2，642 10，133 0，709 0，231 3，460 一6．163 一〇．566 9，623 0，707

1
N
oI

部材名

断　　　面　　　力　　　　（t）

死荷重

Nd
活荷重（一）

N1十i
活荷重（＋）

Nl十i
合　　　　計

（min〉 （max）

UO－L1 82，401 0，000 43，100 82，401 125，501

L1－U2 一64．061 一35。605 2，094 一99．666 一61．967

U3－L3 45，770 一4．875 28，814 40，895 74，584

L3－U4 一27．445 一22．667 8，311 一50．112 一19．134

U4－L5 9，141 一12．439 17，218 一3．298 26，359



2－5　応力度一覧

　本橋梁の許容応力度は、昭和13年の示方書の式が用いられている

ものと考えられ、現在の示方書と異なる。

　本報告書では、平成2年2月の示方書による計算結果を示す。

＼
＼
　、＼
　
＼
　
　
＼

部材名 実応力度

（㎏／cm2）

許容応力度

（㎏／cm2〉

材　質

一
上
弦
材

UO－U2 一9　04 1　20　3 SS4　0　0

U2－U4 一15　3　4 1　55　9 SM4　9　0

U4－U5 一1545 1　54　1 ノ，

下弦材

L1－L3 19　2　7 1　90　0 Aノ

L3－L5 20　04 190　0 ノノ

斜　材

UO－L1 190　0 1　90　0 ノノ

L1－U2 一1240 1　22　3 ノノ

U2－L3 1586 1900 〃

L3－U4
U4－L5

一7　3　7 1　2　1　4 ノ，

鉛　　　直　　　材 一46　7 1　16　6 S　S4　0　0

端　　　　　　柱 一14　34 1　47　2 SM4　9　0

一220一



§3　基本耐荷力の算定

　道路橋補修便覧（昭和54年2月，日本道路協会）のP247

「鋼道路橋供用荷重算定指針（案）に基づき、主構に関する基本

耐荷力を算定する・

3－1　本橋梁の現状

　本橋梁は、昭和30年前後の供用開始より30年前後が経過し

ており、腐食が著しく、また路面の状態も凹凸が進んでいる。

3－2　基本耐荷力

基本耐荷力

σa　　’σd

P　＝　20　×

σ20

ここに、

P

σ20

σd

σa

基本耐荷力

1等橋の活荷重ならびに衝撃によって生ずる応力

死荷重応力度

許容応力度

本報告書は、主構に着目するため、活荷重としたはL荷重を考える。
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　従って、σ20の応力度は、現設計の活荷重応力度に対して、0．70
を除した値となる。

＼
　
＼
、
　
　

＼
、
　
　
　 ＼

、

部材名 　σ20
（㎏／cm2）

　σa
（㎏／cm21

　σd
（㎏／cm2）

σa一σd

（㎏／cm2）

基本耐荷力

P（t）

上弦材

UO－U2 443 1203 594 609 27．5

U2－U4 751 1559 1008 551 14．7

U4－U5 757 1541 1015 526 13．9

下弦材
L1－L3 839 1900 1153 747 17．8

L3－L5 937 1900 1319 581 12．4

斜　材

UO－L1 946 1900 1238 662 14．0

L1－U2 642 1223 791 432 13．5・

U2－L3 887 1900 965 935 21．1

L3－U4
U4－L5

482 1214 400 814 33．8

鉛　　直　　材 397 1166 188 978 49．3

端　　　　　柱 703 i472 942 530 15．1

3－3　供用荷重の決定

1）　応力度に関する係数　K　s

上弦材

その他

2
0

H）　路面状況に関する係数　K　r

B　　舗装に多少の凹凸がある 0．　9
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皿）　交通状況に関する係数

　　　　　　通常　　Kt＝　1．O

IV〉　その他の条件に関する係数

　　　　　　通常　　Ko　＝　1．0

以上の係数を基本耐荷力に乗じて、供用荷重とする。

＼
＼
＼
　
＼
　
＼
　
＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
　
＼

部材名
基本耐荷力

P（t）

係　　　　数 供用荷重

L（t）Ks Kr Kt Ko

上弦材

UO－U2 27．5 1．2 0．9 1．0 1．0 30

U2－U4 14．7 1．2 0．9 1．0 1．0 16

U4－U5 13．9 1．2 0．9 1．0 1．0 15

下弦材
L1－L3 17．8 1．0 0．9 1．0 1．0 16

L3－L5 12．4 1．0 0．9 1．0 1．0 11

斜　材

UO－L1 14．0
、1・σ

0．9 1．0 1．0 13

L1－U2 13．5 1．0 0．9 1．0 1．0 12

U2－L3 21．1 1．0 0．9 1．0 1．0 19

L3－U4
U4－L5

33．8 1．0 0．9 1．0 1．0 30

鉛　　直　　材 49．3 1．0 0．9 1．0 1．0 44

端　　　　　柱 15．1 1．0 0．9 1．0 1．0 14

従って、供用荷重は、11tonとなる。
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3－4　断面の腐食を考慮した場合

断面欠損として、上弦材（15％）、下弦材（12％）、その他（20％）を考慮する。

1）　基本耐荷力

＼
＼
　
　
　 ＼

＼

部材名 　σ20

（㎏／c皿2）

　σa
（㎏／cm2）

　σd
（㎏／cm2）

σa一σd

（㎏／cm2）

基本耐荷力

P（t）

上弦材

UO－U2 521 1203 699 504 19．3

U2－U4 884 1559 1185 374 8．5

U4－U5 890 1541 1194 347 7．8

下弦材

L1－L3 953 1900 1310 590 12．4

L3－L5 1064 1900 1499 401 7．5

斜　材

UO－L1 1182 1900 1548 352 6．0

L1－U2 803 1223 989 234　0 5．8

U2－L3 1109 1900 1206 694 12．5

L3－U4

U4－L5

602 1214 499 715 23．8

鉛　　直　　材 497 1166 236 930 37．4

端　　　　　　柱 878 1472 1178 294 6．7
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H）　供用荷重

＼
＼
＼
　
　
＼
　
　
＼
　
　
　
＼

部材名

基本耐荷力

P（t）

係　　　　数 供用荷重

L　（t）Ks Kr Kt Ko

上弦材
一

UO－U2 19．3 1．2 0．9 1．0 1．0 21

U2－U4 8．5 1．2 0．9 1．0 1．0 9

U4－U5 7．8 1．2 0．9 1．0 1．0 8

下弦材

L1－L3 12．4 1．0 0．9 1．0 1．0 11

L3－L5 7．5 1．0 0．9 1．0 1．0 7

斜　材

UO－L1 6．0 1・0． 0．9 1．0 1．0 5

L1－U2 5．8 1．0 0．9 1．0 1．0 5

U2－L3 12．5 1．0 0．9 1．0 1．0 11

L3－U4

U4－L5

23．8 1．0 0．9 1．0 1．0 21

鉛　　直　　材 37．4 1．0 0．9 1．0 1．0 34

端　　　　　柱 6．7 1．0 0．9 1．0 1．0 6
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3－5　補修および補強の必要性

　供用荷重をL－20とするに必要な断面積

＼
＼
＼
　
＼
　
＼
　
＼
　
＼
　
　
＼
　
　
＼

部材名

断　　面　　積 係数

Ks＊Kr＊Kt＊Ko

必　要

断面積

L－20

（cm2）

補　強

必　要

断面積

（cm2）

設計時

（cm2〉

断面欠損後
（％） （cm2）

上弦材

UO－U2 96．0 15 81．6 1．08 80．1

U2－U4 132．0 15 112．2 ・　　　1。08・ 144．2 32．0

U4－U5 156．0 15 132．6 1．08 173．7 41．1

下弦材

L1－L3 82．4 12 72．5 0．90 90．4 17．8

L3－L5 110．4 12 97．2 0．90 137．1 39．9

斜　材

UO－L1 65．1 20
52．1

0．90 78．4 26．3

L1－U2 79．2 20 63．4 0．90 97．5 34．1

U2－L3 46．4 20 37．1 0．90 47．6 10．5

L3－U4

U4－L5

67．2 20 53．8 0．90 51．8

鉛　　直　　材 67．2 20 53．8 0．90 36．3

端　　　　　　柱 67．2 20 53．8 0．90 78．7 24．9
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§4　1等橋格上げの計算例

　近年の重交通を考慮し、本橋梁を1等橋に格上げした場合の主構

トラスの計算例を示す。

　1等橋への格上げのため、車道幅員を6．5mとし、コンクリート

床版を鋼床版に変更した。

4－1　設計条件

橋　　種

橋　　格

支　　聞

幅　　員

舗　　装

床　　版

雪荷重
主構中心間隔

主構高

上路ワーレントラス（鉛直材有り）

1等橋

49．Om（10×4．9＝49．
7．7m　（車道幅員6．5m）

アスファルト　（8cm）

鋼床版

100㎏／㎡
3．　5m

4．　9m

Om）
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b）　活荷重

線　荷　重

等分布荷重

衝撃係数

．000×

。350×

．573＝

．573＝

弦材・端柱

　　　　　　20
　　i　＝　　　　　　　＝＝

　　　　　50十　49

17．865t

1．251t／m

鉛直材

　　i　＝

　20

50十3．5

0．202

0．374

斜材

20

i　＝ 0．231

50＋（0．75×49）
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1
卜o

QQ

o

4－3　断面力の集計

上弦材

部材名 死荷重
（t／m）

活　　　荷　　　重 影　　響　　線 断　面　力　　（t）

線荷重
（t〉

等分布
（t／m）

衝撃係数 面　積 縦　距 死荷重

Nd
活荷重

N　l十i

合　計

UO－U2 2，969 17，865 1，251 0，202 一22．050 一〇．900 一65．466 一52．483 一117，949

U2－U4 2，969 17，865 1，251 0，202 一51．450 一2．100 一152．755 一122．460 一275．215

U4－U5 2，969 17，865 1，251 0，202 一61．250 一2．500 一181．851 一145。786 一327．637

下弦材

部材名 死荷重
（t／m）

活　　荷　　重1 影　　響1　線 断、面　力　　（t〉

線荷重
（t）

等分布
（t／m）

衝撃係数 面　積 縦　距 死荷重

Nd
活荷重

Nl十i
合　計

L1－L3 2，969 17，865 1，251 0，202 36，750 1，400 109，111 85，324 194，435

L3－L5 2，969 17，865 1，251 0，202 56，350 2，000 167，303 127，681 294，984

端柱・鉛直材

部材名 死荷重
（t／m）

活　　荷　　重 影　　響　　線 断　面　力　　（t）

線荷重
（t）

等分布
（t／m）

衝撃係数 面　積 縦　距 死荷重

Nd
活荷重

N1十i
合　計

端　柱 2，969 17，865 1，251 0，202 一24．500 一1．000 一72．741 一58．314 一131．055

鉛直材 2，969 17，865 1，251 0，374 一4．900 一1．000 一14．548 一32．969 一47．517



斜　材

部材名 死荷重
（t／m〉

活　　荷　　重 影　　　　　　響　　　　　　線

線荷重
（t）

等分布
（t／m〉

衝撃係数 死荷重
面　積

活荷重（min） 活荷重（max）
面　積 縦　距 面　積 縦　距

UO－L1 2，969 17，865 1，251 0，231 31，189 0，000 0，000 31，189 1，273

L1－U2 2，969 17，865 1，251 0，231 一24．247 一24．631 一1．131 O，384 0，141

U3－L3 2，969 17，865 1，251 0，231 17，324 一1．541 一〇．283 18，865 0，990

L3－U4 2，969 17，865 1，251 0，231 一10．388 一13．851 一〇．848 3，463 0，424

U4－L5 2，969 17，865 1，251 0，231 3，460 一6．163 一〇．566 9，623 0，707

1
卜Q

GO

I

部材名

断　　　面　　　力　　　　（t）

死荷重

Nd
活荷重（一）

N　l十　i

活荷重（＋〉

N　l十i

合　　　　計

（min〉 （max）

UO－L1 92，600 0，000 76，026 92，600 168，626

L1－U2 一71．989 一62．804 3，692 一134．793 一68．297

U3－L3 51，435 一8．597 50，824 42，838 102，259

L3－U4 一30．842 一39．979 14，657 一70．821 一16．184

U4－L5 10，273 一21，938 30，367 一11。666 40，640



4－4　応力度一覧

　本橋梁の許容応力度は、昭和13年の示方書の式が用いられている

ものと考えられ、現在の示方書と異なる。

　本報告書では、平成2年2月の示方書による計算結果を示す。

＼
＼
　
＼
　
　 x

＼

部材　名 実応力度

（㎏／c皿2）

許容応力度

（㎏／cm2）

材　質

”
上
弦
材

UO－U2 一12　2　5 120　3 SS40　0

U2－U4 一20　7　8 1　55　9 SM49　0

U4－U5 一2094 1　54　1 ノノ

下弦材
L1－L3 26　0　5 1　90　0 Zノ

L3－L5 27　0　2 1　90　0 ノ’

斜　材

UO－L1 27　3　6 1　90　0 ’ノ

L1－U2 一18　16 1　2　2　3 ！ノ

U2－L3 24　5　2 190　0 ！ノ

L3－U4
U4－L5

一1　15　7 1　2　1　4 ！ノ

鉛　　　直　　材 一59　7 1　16　6 SS4　0　0

端　　　　　　柱 一17　0　7 147　2 SM4　9　0
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a4斉損傷に対する対策．

　　　　事例．豆　損傷対策の整理表

損傷の名称 ①止弦材の腐食による断面欠損

損傷の

概　要

原因推定

発生傾向

評　価

補修方法

その他

『　■

『

一

1 ・謹”

5 α

記　　事

　　　　　　　　　　＼義一
　　　　　　　　　　　　　誌・
　　　　　　τ，鋪門

　　　　　　α⊃　．

：主構上弦材、格，点部の上フランジが腐食している。

　　　ト｛…

●L　」

・腐食量　　1㎜

・断面欠損　15％

・範囲　　　格点をはさんで100皿

損傷の大きさ，発生量等：断面欠損率で最大15％の腐食箇所が見られる。

対策の

緊急性

進展性：

冗長性：

すでに考えるべき最大荷重に対しては耐荷不足となっている（a）。

主要部材であり、15％の欠損は耐荷力不足となっているため放置すると問題が出る（b）。

対策の時期　：早期対策力泌要である。　（進行性が（a）、冗長性が（b）であるのでI　Bとなる）

措置の方法：

長期的および構造全体

に及ほす影響：

補修工法の選定：上弦材上フランジに補強板を溶接すると同時に上面は重防食対策とする。

補修方法：部材上面に2組の補強板を溶接する。

施工上の問題点や検討課題等＝
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事例一1

損傷の名称 ②下弦材の腐食による断面欠損

損傷の

概　要

原因推定

発生傾向

評　価

補修方法

その他

記

一 ’IZΣIZ≦．　U

！　　．・r　　　　　＼隔　　 1

　事：主構下弦材、格点部付近の上フランジが腐食している

惜’

　　ヨ

・腐食量

・断面欠損

・範囲

2㎜

30％
格点より2M

損傷の大きさ，発生量等：断面欠損率で最大30％の腐食箇所が見られる。

対策の

緊急、性

進展性：

冗長性：

すでに考えるべき最大荷重に対しては耐荷不足となっている（a）。

主要部材であり、30％の欠損は耐荷力不足となっている。放置すると問題が出る（b）。

対策の時期　：早期対策が必要である。（進行性が（a）、冗長性が（b）であるのでI　Bとなる）

措置の方法：

長期的および構造全体

に及ぼす影響：

補修工法の選定：下弦材側面腹板に補強板を溶接する当板方式による補強とすると同時に、上面は重防食対策を

　　　　する。

補修方法：部材側面（2面）にPLを溶接する。

施工上の問題点や検討課題等：
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文寸策図 対策コニ法の区分 当板補強

1．対策名

　　ヵバーブレートによる当板補強

2．対策の主旨

　　断面欠損部の応力と低減させ、許容応力度以内とする

3．対策の選定理由

　　部分的な腐食のため、腐食部の負担擦る応力と低減する

4．．対策工法の概要もしくは注意事項

　　腐食部の前後にかけて補強プレートを溶接し応力を伝達させる

5．数量表等

　　　　　　　　材　料　表

種　　　類 寸　　　　　　法 ．数　　量 重量（kg） 材　質 備　考

之 200x／o Z20つ 2 69 卿物〃

溶接延長（m）

種　　　別 寸　法 M・ H 適　用

種刮 翼■ 毛 個所 冷l

　o，鰯肉．6騨 岬1’

2，ZOO 十
一
多 畷

∠卜、｛ ク，2‘：》0 尋 ρ．ゐ 甥

塗装面積（㎡）

．．鯨骨醒危

　　ん、好0川z
祷弦κ坦吻毯激

　　　　　　　z　　A2・〃．88岡

zが／．2あ2

一236一



~r~~~~I 5c~rs~~~: : h" jt/-hC::Jt~~~i~~li~~ 

"I 

L 

/ 

V 

.l 

rA 6~r 
' *1 F~-_~-~j=~~l o 

,~. 

A-A~f~i 

o 

lll I Il ~ 
9 300 9 

- ~n l~l~~~ 

2-PL 200 x 10 xc 2200 (SM490A) 

- 237 -



事例一1

損傷の名称 ③斜材連結部リベットの欠損

記

柵長　50000

一　一一　一　　一　　一　　　一　　一　　一『　　『　　一　　『　　　一　．　　　一

　■　　　　　薗　　■　　一　　一　　■一■　一　一　■－　　　一

＿＝＿＝＝＝＝＝一；昌　　　二＝　　　　　一＿＝；＿一呂　　　＿＿

周

、

損傷の

、
、
．
、

　『一了「一．ノ含＼ 吋
l
i

！
－ 　〆O　o　αヤ》

！蛋。タ／

ノ汽ぢX／

OP

gi

il

概　　要

．。，髪糧部

ノ／
〆

ll

u
丈側49000　　　　　　　　　　　0

／　　　一、　　　　　4

　　　㌢！
　　　ゐ　　〃　　〃彗 、

￥
、

事　：リベット頭が腐食で欠損している・22本中8本欠損している。

原因推定

総

継手や材料の強度上の問題点：

　　合　：

外力によるもの：長年供用による腐食（リベットの頭が50％欠損している）

・腐食量

・断面欠損

・範囲

1皿

20％
格点付近の腹板

発生傾向 問題は無い。

損傷の大きさ，発生量等：　リベット頭の腐食で50％程度のりベットが頭の部分で腐食欠損、現状では強度上の

　　　　　　　　　22本中8本腐食　リベットには弛みなし。

評　　価

対策の

緊急、性 冗長性：この部材については現状では問題にならない・

進展性：リベットの頭が欠食しているものの弛みは全くみられないので（c）

対策の時期　：

措置の方法　＝

長期的および構造全体

に及ほす影響：リベットの頭が欠損、頭力沙し残っている。

補修方法

補修方法：

補修江法の選定：リベットに弛みがないことと、リベット頭が残っており、防食塗装を行うことで、現状では補修

その他 施工上の問題点や検討課題等：
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事例一H

損傷の名称 ④縦桁下フランジの腐食による断面欠損

損傷の

虹要

題　　　　　　　　　　　　　　　q
　　　　　　　　　　　　　　　凄

’一占

「「

　痕韓ぞ

・め　一

覧り

　　　　　　　　　へ1　　　　　　　　　τ＼1

チブ00

　　，　｝　一　　，

”　　　墨

『Wi藝由血 L」一
記　　　事　　縦桁の下フランジ上面が腐食している。

原因推定

外力によるもの：

継手や材料の強度上の問題点：

総　　　合　：雨水の飛散により、下フランジ上面に滞水したため。

発生傾向

損傷の大きさ，発生量等：縦桁の下フランジが、腐食によって部分的に15％程度の断面欠損を起こしている。

評　　価

対策の

緊急、性

進展性：すで1こ必要耐荷力ぎりぎりまできている（a）。

冗長性：このまま放置して、他の並列縦桁の負担が大きくなるまでになると問題（b）。

対策の時期　：早急に対策する必腰がある。

措置の方法　：下フランジにプレートを溶接して補強する。

長期的および構造全体

に及ほす影響：

補修方法

補修の時期　　　耐荷力不足となっているので補ヨ動う泌要。

補修工法の選定：必腰な3鍍を確保するための部材補強を施すと同時に下フランジの上面は重防食対策をする。

補修方法（案）：別紙に示す方法で補強する。

その他 施工上の問題点や検討課題等：旧部材との上向き溶接は、十分な施工管理が必腰となる。
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対　策　図 対策コニ法の区分 部材補強

1．対策名

　　下フランジに対する部材補強

2．対策の主旨

　　腐食した断面欠損をP　Lを溶接して補強する

3．対策の選定理由

　　現地溶接なので主は溶接でP　Lを取り付ける

　　断面の剛性U　Pを考えず腐食した断面欠損を補強している。

4．対策工法の概要もしくは注意事項

　　両端は・応力集中が発生する為ナメラカな溶接を行う

　　一部上向き溶接部は溶接後グラインダー仕上げを行う

5．数量表等

材　料　表
種　　類 寸　　・　法 数　　量 重量（kg） 橋　　要 ．材　・質

／一圧 2α）x！0 達5－00 ！ 5ε 55’¢00

溶接延長（m）

種　　　別 寸　法 M H 適　用

スミ肉 6加夙 7αの

塗装面積（ni）

・崖面書鑑塗う

直し
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対　策　図 対策名
下フランジに対する部材補強

対策図等

　　1縦桁下フランジにP　Lを溶接する。

）

i a 1
1 1司　［

700

3500

豊590 700

4900

　　　a部詳細
　　　　　　　6

　　　］し¢

　　　今回は縦桁下フランジにP　Lを溶接する案を採用する・
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事例一1

損傷の名称 ⑤横桁腹板の腐食による断面欠損

損傷の

概　要

原因推定

発生傾向

評　価

補修方法

その他

■『 9　　　一 一　　一π
腎

唖

匡

2ぢ0

　て．
　、

　　3

外力によるもの：

継手や材料の強度上の問題点：

総　　　　合　：排水管からの漏水が常にかかり腐食させた。

損傷の大きさ，発生量等：排水設備にゴミが詰まって、漏水している箇所の端横桁で㍉2ケ所の腐食に依り腹板

　　　　　　に小さな孔があいている。

対策の

緊急、性

週離：放置すると弓鍍に糊る。（a）

冗長性：広範囲に孔食が広がると問題となる。（a）

対策の時期　：早急に対策する必要がある。

措置の方法　：孔のあいたWe　bを添接板形式で補強する。

長期的および構造全体

に及ぼす影響：

補修の時期　　　　早期対策が必腰。

補修工法の選定：　部分的な当板補強が必要。

補修方法（案）：孔食部の錆を落として樹脂をっめ、上から当板する。なお、当板はボルトで取付ける。

施工上の問題点や検討課題等：排水装置のゴミを除去し、補修を行う。
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女寸策図 対策工法の区分 部材補強

1．対策名

　　部材補強

2．対策の主旨

　　断面欠損部の応力と低減させ、許容応力度以内とする

3．対策の選定理由

　　部分的な腐食のため、塵食部の負担擦る応力と低減する

4．対策工法の概要もしくは注意事項

　　腐食部の前後にかけて補強プレートを溶接し応力を伝達させる

5．数量表等

　　　　　　　　材　料　表

種　　　類 寸　　　　　　法 ．数　　量 重量（kg） 材　質 備　考

に
　
〃

ノノOx　／0

　る

ノ00つ

900
　チ
・　チ

3タ

．28

5々ヂヲ切

　〃

溶接延長（m） 塗装面積（n｛）

種　　　別 ．寸　法 M H 適　用

蕊別 サィズ うて． 佃門 創　．

み 6潮
’7／

0ヲ0つ 8
η、

7．κD エ吻．

’肉
h舗 ”

o
， ろ6’ 8 ζ、7α

6ド圃 0，0ムD 8 0、チ 吻

外 6悼h O，ノ00 ろ o．＆ 現吻

属餌再塗装．

　　ん．ゾ60μ’～．

昂・凶βチ所乙
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対　策　図 対策工法の区分， 当板補強

1。対策名

　　　添接板及び不等辺山型鋼により両面から補強し，H．T．B　o　l　t

　　　で締め付ける。

2．対策の主旨

　　　孔食部の錆を落とし・腐食した断面欠損の激しい腹板下端，下フラン，ジ

　　　上面に不等辺山型鋼の補強を行う。

3．工法の選定理由

4．対策工法の概要もしくは注意事項

　　　腐食部の、　ン錆を落とし　．　　、，エポキシ樹脂等を塗布し

　　　硬化してからH．T．B　o　l　tで締め付ける。

5灘量表等腐食部の寸法が多少異なるが・同様な補修を行う・

　　　　　材料法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヶ新×2

種　　類 寸 法 数　量 重量（kg） 橋　　要 ．材　・質

PL 260κ9 75タ 2 ／¢ ∬400
L 1㌻o，マo轟 755 2　・ 2ζ 〃

甘、TB。け HZ2　－ 6‘ ！2 F！07
〃

ケ　　　， クo 6 ’，

ク 〃 60 ／2 ウ

工群シ桝脚 一氏

溶接延長（m〉 塗装面積（㎡）

種　　　別 寸　法 ’
M H 適　用

＼

’

・全面塗農塗り

直し
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事例一狂

損傷の名称 ⑥下支材連結部リベットの弛み

損傷の

概　要

原因推定

発生傾向

評　価

補修方法

その他

記

　　　、・7．リベットの弛緩　　　1菱嬬魏㎜
　　貸lb．　．＿　 3本のりベツトが　（蠣謝酬より）
　　　　　　＼　　　　　　　　　　　明らかに緩んでいる。

　　　　　　　　　　＼　　　　●3弛んでいるリベット

　　　　　　　　　　　　　リベット継手部詳細

　事：3本のりベットが舅らかに弛んでいる。

外力によるもの：衝突による過大荷重力咋用している他風地震、活荷重などの繰り返し荷重も受けた。

継手や材料の強度上の問題点：

総 合　　　衝突により過大荷重力咋用し、さらに、繰り返し荷重が載荷され、弛みが進行した。

損傷の大きさ，発生量等：片側6本のうち、2本が明らかに弛んでいる。　（約33％）

　　　　　　　（全体では12本のうち、3本力馳んでいる）

対策の

緊急性

進展性：　6本全部の弛みにつながるのは以外に早い（a）。

冗長性：対象の支材がなくなれば、構造全体としての安定性は低下する（c）。

対策の時期　　　2年以内

措置の方法　　　原因が衝突による衝撃力であるだけに、一群のりベットを高力ボルトに交換するのがよい。

長期的および構造全体

に及ぼす影響：　6本のりベットが全て弛み、リベットの破断も考えられる。したがって、進行すれば機能低下の

　　　　。恐れもあるため早期対策が有利である。

補修工法の選定：　リベット群単位でHTBに交換する。部分交換であると表面処理ができず、高力ボルト接合の

　　　　　摩擦による伝達が充分に期待できないので、全量交換とする。

　　　　　リベット頭撤去⇒　リベット軸抜き　⇒表面ケレン　⇒拡孔⇒　高力ボルトの締め付け

　　　　　HTBは摩擦接合と同程度の軸力が導入されるよう締め付ける。また、F10T、M22を使用す

　　　　　る。

施工上の問題点や検討課題等：一時的に、完全に分離するので、支保工で麹することが好ましいが、元来、風

荷重に抵抗するよう設計された部材であるので、必ずしも必要としない。但し、強風時の施工は避ける。
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対　 策　　図 対策工法の区分 部材交換

1．対策名

　高力ボルトによる全量交換

2．対策の主旨

　対象支材がなくなっても直接全体崩壊にはっながらないが，構造全体としての安

定性が低下するので，補修計画に入れて2年目以内を目途に補修を行なう。

3．対策の選定理由

　以下の2つの理由で，部分交換とせずに全量交換とした。

①現場継手なので，リベットが完全に充填されていないことも考えられるので安

全策をとった。

②部分交換であると表面処理ができず，高力ボルト接合の摩擦による伝達が十分

期待できない。

4．対策工法の概要もしくは注意事項

　リベットを群単位でHTBに交換する。

　強風時の施工は避ける。

5．数量表等

　　　　　　　　　　　　　　　　材料表

種類 寸　　　法 数量 重量（kg） 材質 備考

PL 230×8 330 2 10 SS400

HTB M22 65 12 7 F10T

塗装面積（m2）

A＝｛（0．23＋0．10）×（0．33＋0．10）

　＋O．008×（0．23＋0．33）×2｝×2

＝0．302
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対　 策　　図 対策名 高力ボルトによる全量交換

対策図等

　　　　　高力ボルトによる全量交換（12本）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸力：摩擦接合と同じ

l
I

ゆ
ト

l
I

の
ト

巳

75 100 75

2－P1．230×8×330（SS400）

12－HTB　　　M22×65（F10T）

軸力：摩擦接合と同じ

現場塗装面積＝添接部から50皿mの範囲とする。

　　　　　　　　　0．302m2
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損傷の名称 ⑦下支材曲がり変形とフランジの局部変形

下フランジ局部変形

β
。
’

損傷の

概　要

下絃材 　　　　　　　　　　下フランジ局鍍形部

襲　診夢　　総
雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　a動

下支朝

言己 事　：変状部が拘束支点部に近く、やや圧縮域にかかっている。

外力によるもの：流木の衝突による変形

原因推定 継手や材料の強度上の問題点： 特になし。

総 合　＝ 流木の衝突により、．局部的な変形と部材全体の曲がり変形を起こした。

損傷の大きさ，発生量等：半径100皿程度の範囲、面外へのはらみ出し30㎜の局部変形

発生傾向 部材の中央で60皿偏心した部材全体の曲がり変形。

進展性：荷重の大きさによっては、座屈上の問題がある。

対策の

緊急、性 冗長性：二次部材ではある爪最大荷重の大きさによっては問題となることもある（c）。

評　　価 対策の時期　：台風などの強風や地震時に問題となることも考えられるので、出来るだけ早い対策がよい。

措置の方法　：加熱矯正でできるだけ変形をとり、補強のために当板する。

長期的および構造全体

に及ぼす影響：二次部材でもあるので、車両荷重に対しては特に問題とならない爪風や地震によっては構造上

不安定ともなる可能性がある。

補修工法の選定：①全体曲がり変形を矯正する。

②加熱矯正によりはらみ出しを水平に戻し、添接板を高カボルトで締付けて補強する。（別紙

補修方法 参照）

その他 施工上の問題点や検討課題等： 加勲嬌正で粉に変形が直れば、当板の必腰はなくなる。したがって、施工者と
事前に打ち合わせ、仕上がりの程度を予想して施工計画牽たてるのが望ましし㌔
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対　 策　　図 対策工法の区分 当板補強

1．対策名

　高力ボルトによる当板補強

2．対策の主旨

　荷重の大きさによっては，座屈を起こす可能性があるので，できるだけ早く対策

を行なう。

3．対策の選定理由

　面外へのはらみ出しが30mmであり，変形部が拘束支点に近く，圧縮域にかかって

いるので安全策をとった．

4．対策工法の概要もしくは注意事項

　加熱矯正後，高カボルトと添接板によって補強を行なう。

　加熱矯正で十分変形が直れば当板の必要はなくなるので，施工業者と事前に打ち

合せて施工計画を立てるのが望ましい。

5．数量表等

　　　　　　　　　　　　　　　　材料表

種類 寸　　　法 数量 重量（kg） 材質 備考

PL 60×8 330 2 3 SS400

HTB M20 60 5 2 F10T

塗装面積（m2）

A＝｛（0．06＋O．05）×（0．33＋0．10）

　＋0．008×（0．06＋0．33）×2｝×2

　＋0．008×（0．33＋0。10）

＝0．111
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対　 策　　図 対策名 高カボルトによる当板補強

対策図等

側一〇・】』疑

！栖・鋤35

8
一：ヰ

2－P160×8×330（SS400）

5－HTB　　　M22×65（F10T）

一
』崇

8

　　争

　／

腐食部の錆を落とし，

エポキシ樹脂等を塗

布し硬化してから，

HTBで締めっける。

軸力＝摩擦接合と同じ

現場塗装面積：添接部から50m皿の範囲とする。

　　　　　　　　0．111皿2
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損傷の名称 ⑧固定支承のシュー座モルタルの損傷

損傷の

概　要

原因推定

発生傾向

評　価

補修方法

その他

記

　　　　　　　日z』畠
　　　　　　　　　一ピむ、
　　　　　　　　　N　’　　　　　　　　　一　戟　　　　　　　　　・一⑰

　　　　　　嚇紗

事固定シューのシュー座が破損し、5皿程度沈下して三屯支持となっている。

外力によるもの：可動シューの可動不足による最大負荷の作用。

継手や材料の強度上の問題点：①シュー座モルタルの材料の不適正。

　　　　　　　　②鋼製ライナーの残存ヒ

総　　合：

損傷の大きさ，発生量等：　シュー座モルタルが破損しシューが5血程度沈下しているが、シュー本体の破損まで

　　　　　　には至っていない。

対策の

緊急、性

進展性：

冗長性：

シュー座の破損急速には広がっていくので（a）

シュー座の破損が進むと大きく機能低下となる（b）

対策の時期　：早急（1～2年）に対策する必腰がある。　（進展性（a）冗長性（b）でI　Bとなる）

措置の方法　：　シュー座モルタルを再施工する。

長期的およぴ構造全体

に及ぼす影響：橋梁の上下部工の接点であり、シューの損傷は他の周辺部材に及ほす影響が大である。

補修工法の選定：　ジャッキアップ⇒　シュー座モルタルのはっり　⇒　シューを所定位置にセット⇒　モル

　　　　タル充填

施工上の問題点や検討課題等：破損しているシュー座モルタルは十分にはっり取ってから新しく注入必要がある
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対　策　図 対策コニ法の区分 モルタルの打替え

1．対策名

　　　シュー座モルタルの打ち替え

2．対策の主旨

　　放置すると橋梁全体の耐力を低下させるためシュー座モルタルを再施工する。

3．対策の選定理由

4．対策工法の概要もしくは注意事項

　　下部工の変位が進行中であるか、また上部工本体の損傷の有無は確認する必要がある。

5．数量表等

　　　　　　　　　　　材　　料　　表

種　類 寸 法 、数　　量 重量（kg） 材　　質 備　考

に ノ5’0イ～Z 750 2 」ヲ 35400
ノ’ ，350ズ2～ 350 ・z 10δ 〃

伽
　
　
　
， おoズzz 、35σ z dO 〃

〃 ／ωκ／9 ．誌o 4 Gア 〃

，’ ノ65イ！～ 720 4・ 布 〃

〃7β ’〃2Z ヲ0 、36． ZZ 声！07

278

溶接延長（m〉

種　　　別 溶接サイズ 延　長 備　　考

κ ／．タ

毛匹？・）任纏

　　o・07凋3
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事例一1

損傷の名称　　⑨可動支承の土砂堆積による腐食

損傷の

概　要

原因推定

発生傾向

評　価

補修方法

その他

幽
鬼曾

記事：ローラー部にゴミが佳積．し、ローラーおよび底板の腐食が進行し、シューは全く動けない状態、

になっている。

外力によるもの：

継手や材料の強度上の問題点：

総　 合：伸縮継手等からの土砂やゴミを含んだ水の漏れで埋積したため，

損傷の大きさ，発生量等：　シューは土砂に半分程度埋まり腐食が著しく、ほとんど可動できない状態、にある。

対策の

緊急、性

進展性：既に機能が果たせなくなっている（a）。

冗長性：可動不良によりシュー座の破損、シューおよび鋼桁本体の破損に影響する（a）。

対策の時期　：早急に対策する必要がある。（進展性（a），冗長性（a）でI　Bとなる）

措置の方法　：　シューを取りかえる。

長期的および構造全体

に及ぼす影響：橋梁の上下部工の接点であり、シューの損傷は構造物全体におよぼす影響が大である。

補修工法の選定： 仮支点で桁を支えシューを取りかえる。

施工上の問題点や検討課題等：補修後は土砂および雨水の浸入を防ぐ対策が必要。また、防塵カバーの設置も検

討する。
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対　策　図 対策コニ法の区分 部材交替

1．

2．

3．

4．

5．

対策名

　部材（可動シュー）の取り替え

対策の主旨

　可動シニーとしての機能を回復させる。

対策の選定理由

対策工法の概要もしくは注意事項

数量表等

　　　　　　　　　　材　　料　　表

種　類 寸 ．法 数　　量 重量（㎏） 材　　質 備，考

　　♂

尼 ・ノ50ズZZ 750 z 」9 ∬4・oo

〃 」50ズ2～ 850． ’
z ！03 〃

〃 250ズ～Z・ d50 z 」0 ヴ

！のκ！？ 650 4 βヲ
ρ，

／65x／～ 720 4 4s ’1

〃78 〃Z～ ヲ0 G6 ～z 方／0丁

シュr （道路協会擦 汲一ノの7じ刀ラー z ！ノ70
！ωアo”の

／4絡．

溶接延長（m）

種　 　別 溶接サイズ
’
延
　
長 備　　考

K z5

モ’し9’しイ制藁

0、09Z耽G
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